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1)	 血中アセチルコリンの季節変動
船 橋 茂(千葉大) 
1) 検査対象は 4 才~8 才迄の小児 8 名，成人 5
名で，毎月 1回，昭和 34年4月より昭和 35年 3月
迄測定した。測定中の気温は平年より高く湿度はや
〉低いものであった。(於東京) 
2) 結果は小児血中 Ach.10r~25r/dl，成人
7r-15r/dlであり，昨年得た正常値に一致して
いた。
3) 両群共lζ平均値曲線はニ峯性を示し，小児は
9月， 1月に山を作り 7月， 11月， 3月に谷をもっ。
最高月は 8月，最低月，は 3月であった。
成人はこの傾向は約 1ヶ月早く出現し，最高月は
7，1月，最低月は 6月であった。
最高，最低月は推計学上有意の差がみられた。即
ち夏期vc.Achの増量をみ再び冬期比も増加をみ
る。従ってこの時季に副交感神経側に傾むくものと
推論される。 
4) 各月の標準偏差値をみると， 4月， 10月， 11
月， 2月成人でも 9月， 2月と大きく，この時期は
所調季節の変り目であったことは興味があった。 
2) 乳児のビリルピン値
中島博徳，望月 仮
。渡辺 福(千葉大)
我々は新生児及び乳児にみられる黄痘の消長を血
清ビリ Jレピン(以下 fピj と略記)のそれと比較観
察した。測定はいわゆる rapidmicro-method Kょ
った。対象は成熟児 38例未熟児 28例のほか諸疾患
11例計 77例である。成熟児にみられる新生児生理
的黄痕の総「ピj値は生後4日前後に最も高い値を
示した。その範囲は 5--10 mg/dlであった。これ
に対し未熟児の総「ピj値は高く且つ遷延する傾向
がある。乙の場合成熟児と同様に間接「ピJ値は寅
症の消長とよく一致した。新生児遷延性黄痘の 3例 
千葉大学附属病院屋階大講堂 
では間接「ピj値が高かった。先天性胆道閉塞症の
5例では 1分間「ピJ値の増量がみられた。肝炎で
は治療と共l乙1分間「ピj値は低下した。核黄痘の 
総「ピj値は以上の疾患の中で最も高く 22mg/dl 
を示した例もみられた。
3) 説!児覧痘症例について 
小林貞夫，。石川恭子(東京厚生年金〉 
閉塞型黄痘を呈した乳児5例について報告。初診
時月令 1乃至6月の乳児で，著明な黄症，肝牌腫大， 
無胆汁便等の臨床所見，諸検査成績が殆んど共通し 
ていたが， 1例は開腹で先天性胆道閉塞を認め， 3 
例は肝炎，他の 1例は原因不明の閉塞型黄痘と考え
られた。 
全例とも， C. C. F.，T. T. T等の肝機能検査は，
黄症著明なるにも拘らず，終始正常値を示した，診
断の一助として，肝の NeedleBiopsyを行ったが，
術後合併症なく，肝炎では，一回の穿刺で診断確定
に充分であった。然し，原因不明の閉塞型寅痘と考
えられた例では，組織学的鑑別は困難で，必らずし
も早期診断の期待に沿わなかったが，外科的検索が
肝炎患児の予後を悪くすると云う点を考えれば，試
むべき一方法かと思われた。 
4) 未熟児の脂肪吸収に就て
山本洋三(千葉大〉
母乳，半脱脂粉乳， 70%調製粉乳，及び牛乳脂肪
の一部を植物油にて置換し，脂肪の面で母乳化を図
った所謂脂肪置換乳の 4種の乳汁をもって未熟児を
晴育し，脂肪吸収状況を観察した。母乳に於ける脂 
肪の吸収は，生後初期，体重小なる時より良好であ
り，半脱脂粉乳， 70%調製粉乳より可成り優って居
た。
半脱脂粉乳では，便中排決脂肪量は比較的少量
で，便中に排j世された脂肪により，利用されぬま〉‘
K失われたカロリー量も比較的少であった。之点は
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半脱脂粉乳の一つの長所であらう。脂肪置換乳では 7) 小児原発性慢性胃潰蕩の 1例
脂肪の吸収は可成り良好であり，その吸収率は母乳 数馬欣一，山本洋三
栄養の値比接近して居た。 。本宮 健(千葉大)
尚，未熟児に於ける脂肪吸収能力は発育と共に次 13才 11カ月男児症例。主訴は悪心，幅吐，左心
第K改善されて行くと言われるが，之経過を推計学 宮部痛。昭和  35年 5月中旬より， 空腹時悪必，幅
的l乙処理観察し，正常乳児との比較を行った。 吐あり， 5月下旬より左心宮部痛加わる。父親が 13
5) V. D不応性{匂偉病の発生病理 年， 胃潰蕩を経験している。昭和 35年 6月 3日初
特に赤血球内燐分割像について 診。心宮部や〉左寄りに圧痛点あり。糞使の潜血反
中島博徳，望月 仮，鈴木周一 応強陽性。 6月 13日， 胃部透視。 胃体部中央後壁 
。原 章子(千葉大) K約 5x6mmの enface nischeを証明。胃液に
分泌過多， ，持続的高酸度あり。加療により，経過
各種 V.D不応性向偉病のうち， 最も代表的な
良好。 7月 18日，胃部透視。 nischeは全く消失し 
Phosphatdiabetes について， 各種機能検査を行
たが，尚，胃液酸度は急、峻曲線型を呈しているの
った結果，我々は従来の Fanconiの腎尿細管に於 
で，引続き経過追求中。小児原発性胃十二指腸潰痩φ
ける燐再吸収の選択的障害説による腎尿細管群の他
の本邦報告例は， 現在迄に 71例。 胃潰蕩は約半数
民，腸管 Ca吸収の一次的障害児より起る腸管群の
の 38例。うち， W. M. Blockの診断基準lとより，
ある乙とを見出した。各種治療に対しても，二群間
原発性慢性胃潰蕩となし得るもの 4例であったo 
k差が見られ，腸管群では比較的良く反応するのに
対し，腎尿細管群では反応し難かった。 7) 追 カ日
現在来院中の 5例につき， p32を用いて赤血球内 森 和夫，上原す  Y子
燐酸代謝の模様を調べた結果， V.D十パロチン投  渡辺 福(国立千葉〉
与により， 腸管群では， ATP，クレアチン燐酸分 我々も小児慢性胃並びに十二指腸潰蕩の 2例を経
費lの正常化が認められたが，腎尿細管群では改善が 験したので追加する。症例は 11才及び 12才男児で
見られなかった。本症民家族的発生の見られると ともに 2年来腹痛を訴えて当科を訪れた。胃及び十
と，叉治療に対する態度を考え合せ，本症殊l乙腸管 二指腸球部にニッシェを認め，いずれもメサフィリ
群に於ては，酵素系の先天的脱落による chemical ン投与によって経過を観察している。 
anomalyが推定された。 
8) 週期性動眼神経麻庫の 1例
6) 高燐血症性腎性情f婁病のアルミゲル療法 牧野忠夫(千葉大)
中島博徳，。鈴木周一(千葉大〉 症例 6才男子，初診本年  7月 1日
症例初診時患児は  5年 10カ月，約 2年前より 主訴 日匪仕，腹痛，左眼験下垂
腎疾患に擢愚一進一退の経過を取り心臓が悪いとい 既往歴 33年， 34年の 7月頃 2回にわたり，急
はれ来院し種々の検査により，腎機能不全，高燐血 に幅吐及び腹痛あり，眼除下垂をみ，叉複視があら
症，低  Ca血症，骨の拘偉病様変化が認められ本症 われた。両年共に 1カ月以内 l乙眼股下垂，複視は消
を高燐血症性腎性イ句鐘病と診断し輸血，腎庇護食， 失した 
V.D剤治療により一般状態の改善を見た。然し高 現症歴，本年も，昨年と同様な発作が 6月 25日
燐血症は依然続いた。そこでアノレミゲ、ルの腸管より に起った。 8月中旬頃験眼下垂は消失，一般検査成
の燐吸収抑制作用のあることに着目し本症に毎日 績は殆ど正常，頭部レ線像lとても，腫湯を認めず， 
5.0g投与せるに血清 Caは次第に上昇血清燐は Ca トルコ鞍も正常であった。
と逆に次第に減少し正常範囲に低下せるのが見られ 一本疾患は， 1882年 Saundby. 1890年 Charcot 
Tこ。貧血，尿蛋白は尚存在せるも食慾の増進，運動 により報告された，稀病で， Spicer によれば 25，000
の活援になった乙とを家人は認め，副作用は全く認，の眼病患者につき 1例という。本邦にては， 1898年
められず，上皮小体機能の正常化傾向， Ca燐イオ 小松崎氏により報告されてより， 1955年までに 30
ン積の正常範囲の保持は腎病変の改善，腎負担の軽 数例報告されているに過ぎない。
減の利点等より本症には試みられるべき治療法と思 本疾患の本態についてはなお不明で多様の説があ
はれた。 る。
